
会 期 ＝ 2026年5月20日水－24日日 
時 間 ＝ 10:00-18:00(最終日17:00まで)

©写真提供＝全州市

鳳凰 ( 額 )／許 石熙（ホ・ソッヒ）

先行ワークショップ　5月19日火　①11:00- ／②14:00-

主 催 ＝ 金沢市・金沢市姉妹都市交流委員会・韓紙文化振興院　　後 援 ＝ 全州市

会 場 ＝ 金沢21世紀美術館 1F 市民ギャラリーＡ
観覧料＝無料



先行ワークショップ　5月19日火　①11:00-　②14:00- 参加者募集！

展覧会の開会前日、韓紙工芸のワークショップを行います。
展覧会のため来訪する韓紙作家と直接交流できる貴重な機会です！
各回先着 10人［無料］ 市民ギャラリーA　展覧会HPからお申込みください＞＞＞

夕焼けに染まる全州韓屋村ー千年の都が抱き続けてきた、韓国伝統の姿

全州韓屋村は、全州の歴史の中で形成された、国内最大規模の韓屋密集地域です。千年都

市の路地構造、瓦屋根の曲線、塀が連なり、今も生活が息づく姿は、金沢と通じるものを感じ

ます。小さな博物館やギャラリー、伝統工芸工房、カフェ、屋台などがあちこちにあり旅行者の

足を止めるほか、街が夕焼け色に染まる頃、「サンセットナイトツアー」が人気を集めています。

金沢市と全州市がともに国内随一の伝統工芸産地であることから、姉妹都市提携以来、毎年交互に伝統工芸展を開催しています。

全州市の伝統工芸と言えば、韓国の伝統製法でつくられた紙「韓紙（ハンジ）」。全州の韓紙は千年の伝統を有し、丈夫できめ細かく、「韓

紙」といえば全州を指すほど。韓国には古来、「韓紙の上で生まれ、一生韓紙の中で暮らし、韓紙に包まれて土に還る」という言葉が

あります（＝韓紙の床の上で生まれ、韓紙の壁紙・障子紙・書籍に囲まれて暮らし、最期は韓紙に包まれて土に還る）。

本展では、韓紙を用いた多彩な作品が海を渡り、美しい模様を切り出した小箱や、韓紙をねじってつくった糸で織られた伝統衣装など

60 作品以上が一堂に会します。全州と韓紙の歴史、伝統、美を、金沢 21 世紀美術館でぜひご体感ください。

問い合わせ＝金沢市国際交流課　電話＝076-220-2075　Mail＝kokusai@city.kanazawa.lg.jp 　

国指定宝物の豊南門（プンナムムン）

や韓屋村など歴史遺産が数多く残るほか、ユ

ネスコの無形文化遺産に登録されている伝統芸能

「パンソリ」が盛んです。韓紙（ハンジ）、韓食、伝統

音楽など韓国の伝統文化が継承され、「全州に行けば、

韓国を知ることができる」といわれています。

食の里として、全州ビビンバが有名です。2012 年には食文化

都市としてユネスコ創造都市ネットワークに登録されました。

2002 年 FIFA ワールドカップの開催地になったほか、韓国三大

映画祭の1つ全州国際映画祭が毎年開催されています。

金沢市から878km

の距離にある韓国・全州

（ジョンジュ）市は、金沢市と

2002 年に姉妹都市提携を行い、

2026 年は 25 年目となります。

500 年の繁栄を誇った李氏朝鮮の

祖・李成桂（イ・ソンゲ）の祖先が

代々暮らしたことから李氏朝鮮発祥

の地と称されています。

行政の中心地として大きな役割

を果たしてきた歴史的な都市

で、石川県と姉妹都市の関

係にある「全北特別自治

道」の道庁所在地でも

あります。

2026.5.20 水－24 日 10:00－18:00( 最終日17:00まで )
金沢 21 世紀美術館 1F 市民ギャラリー A　無料

展覧会 HP


